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このようなこと が決まりました 　

令
和
元
年
第
２
回
議
会
定

例
会
は
、
６
月
12
日
と
13
日

の
２
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

条
例
の
改
正
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
補
正
予
算
な
ど

が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。平成30年度繰越予算の報告

事　業　名 繰　越　額

中野地区復興産業拠点整備事業業務委託料 ６７１円

双葉駅西地区住宅団地等整備事業業務委託料（第一地区分） ９６０円

産業交流センター整備事業 ２３５，０３１，５２０円

ＩＲＵ光ファイバーケーブル移設事業 １４，１６４，５２０円

官民複合施設基本構想策定事業 ２６，５８０，０００円

住宅施設基本構想策定事業 ４１，２４０，４４０円

橋梁長寿命化計画策定事業 ５，１６８，１２０円

中田・観音堂線改良事業 ７，４２１，８００円

前田・長塚線改良事業 ３，０２５，８８０円

常磐自動車道追加インターチェンジ整備事業 ８３，０４６，０００円

【選挙】当選　氏名推選
令和元年６月27日任期満了に伴う選挙管理委員会委員
及び同補充員選挙

○選挙管理委員会委員

　鴻崎太郎　氏（鴻　草）　江井俊雄　氏（新山）

　武内裕美　氏（長塚二）　今泉祐一　氏（郡山）

○選挙管理委員会委員補充員

　①横山　壽　氏（長塚一）②八巻健雄　氏（長塚二）

　③石田由喜子氏（寺　沢）④渡邉　勇　氏（長塚一）

　※①～④は補充の順序となります。

【主な補正予算】
～追加補正～

・空き地等既存ストック活用可能性調査

   業務委託料　　　１０，０００，０００円

・双葉駅西地区復興拠点再生可能エネルギー

   検討業務委託料　４４，０００，０００円

・橋梁補修設計業務委託料

　　　　　　　　１３，１００，０００円
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このようなこと が決まりました第２回
定　例　会

６月12日・13日

● 条 例 の 一 部 改 正  ●

● 道 路 災 害 復 旧 工 事 請 負 契 約 の 締 結  ●

● 協 定 の 締 結  ● ● 委 託 契 約 の 締 結  ●

● 土 地 の 取 得  ●

・双葉町税特別措置条例の一部改正
　　�減収補填制度を規定している総務省令のうち、平成30年度末にその適用期限が到来するものにつ

いて、適用期限を令和３年３月31日まで延長する改正

・双葉町国民健康保険税条例の一部改正
　　�令和元年度双葉町国民健康保険税の課税額算定に伴い、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介

護納付金分それぞれの税率を改正

・双葉町介護保険条例の一部改正

宮ノ脇・森合線（森合橋）災害復旧工事の施工

に関する協定の締結

相手方　福島県相双建設事務所

金　額　２億６，８５２万１千円

双葉駅西側第一地区下水道施設整備事業業

務委託契約の締結

相手方　独立行政法人都市再生機構

　　　　福島震災復興支援本部

金　額　２億６，８７０万円

双葉駅西側地区の復興再生拠点整備事業用

地として双葉町大字長塚字町西地内の土地

６，３７３㎡を取得するため。

路線名 相手方 金　額
鴻草・寺松線外２路線 田中建設株式会社 ７，１５０万円
羽竜・線外１路線　 株式会社ガイアート福島営業所 ５，８８５万円
福田廹・宮下線 株式会社伊藤工務店 ５，７２０万円

森合橋の被災状況
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６月定例会の採決状況
件　　　名 議 決 結 果

平成３０年度双葉町一般会計継続費逓次繰越しの報告について 報　　告

平成３０年度双葉町一般会計繰越明許費繰越しの報告について 報　　告

（専決）　双葉町税条例の一部改正について 承　　認

（専決）　双葉町国民健康保険税条例の一部改正について 承　　認

双葉町税特別措置条例の一部改正について 原案可決

双葉町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

双葉町介護保険条例の一部改正について 原案可決

鴻草・寺松線外２路線道路災害復旧工事請負契約の締結について 原案可決

羽竜・線外１路線道路災害復旧工事請負契約の締結について 原案可決

福田廹・宮下線道路災害復旧工事請負契約の締結について 原案可決

宮ノ脇・森合線（森合橋）災害復旧工事の施工に関する協定の締結について 原案可決

双葉駅西側第一地区下水道施設整備事業業務委託契約の締結について 原案可決

土地の取得について 原案可決

令和元年度双葉町一般会計補正予算（第１号） 原案可決

令和元年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

令和元年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

双葉町選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙について 当　　選

議会のライブ中継をご覧ください。
議会本会議の様子をインターネットのライブ中継でご覧いただけます。録画中継の配信も行っています。
町貸出のタブレット端末からの検索方法は次のとおりです。

（全員協議会の様子は、録画中継でご覧いただけます。）

メニュー画面　⇒　インターネット便利帳　⇒　双葉町議会ライブ中継
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一般質問

町
政
を

問
う

【一般質問とは】
　議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する
方針等について所信をただすものです。

議 員 ５ 名 が 質 問

 羽山君子 議員 
１．津波対策について
２．働き方改革について
３．中間貯蔵施設の汚染土について
４．長期帰還不能賠償について
５．放射線量等検証委員会について

 尾形彰宏 議員 
１．住民意向調査結果について
２．友好都市とまちづくり会社について
３．放射線量等検証委員会について

 菅野博紀 議員 
１．生活サポート補助金について
２．補償賠償について
３．双葉町の財源について
４．双葉中学校について

 石田　翼 議員 
１．�復興再生と世代を超えた町民の絆と町への帰属

意識について
２．基金の創設について

 高萩文孝 議員 
１．帰町の促進に役立つ計画の策定について 
２．役場などの公共施設の方向性について 
３．�解体・除染の進捗状況と今後のスケジュールに

ついて
４．検証委員会について



令和元年９月発行（6）第 128 号

質
　
問

　
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

予
想
さ
れ
る
津
波
リ
ス
ク
低

減
の
た
め
の
町
の
津
波
対
策

を
問
う
。
ま
た
、
中
野
地
区

復
興
産
業
拠
点
へ
の
誘
致
企

業
へ
の
説
明
は
。

町
　
長

　

お
質
し
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
去
る

３
月
20
日
に
福
島
県
が
公
表

し
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
図

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
想
定
の
趣
旨
は
、
常
に

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
、

ハ
ー
ド
対
策
に
頼
る
だ
け
で

な
く
、
避
難
な
ど
の
ソ
フ
ト

面
に
よ
り
被
害
を
最
小
化
す

る
べ
き
と
い
う
、「
減
災
」

の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
と
し
て
も
、
ハ
ー
ド

対
策
に
つ
い
て
は
「
双
葉
町

津
波
被
災
地
域
復
旧
・
復
興

事
業
計
画
」
を
策
定
、
ソ
フ

ト
面
に
お
い
て
は
避
難
計
画

を
策
定
し
、
迅
速
な
避
難
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
誘
致
企

業
も
含
め
周
知
徹
底
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

働
き
方
改
革

質
　
問

　
町
職
員
の
長
時
間
労
働
や

非
正
規
雇
用
者
の
待
遇
差
の

実
態
に
つ
い
て
問
う
。

町
　
長

　

当
町
に
お
い
て
は
、
国
の

働
き
方
改
革
を
踏
ま
え
、
超

過
勤
務
命
令
の
上
限
を
、
原

則
と
し
て
１
か
月
に
つ
い
て

45
時
間
か
つ
１
年
に
つ
い
て

３
６
０
時
間
と
定
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

町
で
は
臨
時
職
員
や
嘱
託

員
な
ど
を
雇
用
し
、
雇
用
の

手
続
、賃
金
に
つ
い
て
は「
双

葉
町
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等

管
理
規
程
」
な
ど
で
定
め
て

お
り
、
年
次
有
給
休
暇
や
夏

季
休
暇
に
つ
い
て
も
規
定
に

基
づ
き
付
与
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
は
、
町

の
復
興
・
再
生
な
ど
に
向
け

て
山
積
す
る
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
職
員
定
数
を

精
査
し
、
職
員
定
数
増
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
の

汚
染
土

質
　
問

　
国
は
汚
染
土
を
30
年
以
内

に
県
外
に
運
ぶ
と
し
て
い
る

が
、
確
実
な
履
行
に
つ
い
て

町
の
対
応
を
伺
う
。

町
　
長

　

町
で
は
、
30
年
以
内
の
県

外
最
終
処
分
を
担
保
す
る
上

で
、
町
有
地
の
取
扱
い
は
地

上
権
設
定
を
原
則
と
し
て
お

り
、
除
去
土
壌
等
の
県
外
最

終
処
分
が
確
実
に
履
行
さ
れ

る
よ
う
、
法
律
及
び
協
定
書

の
遵
守
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
国
に
求
め
て
ま
い
り
ま

す
。長

期
帰
還
不
能
賠
償

質
　
問

　

中
間
指
針
第
四
次
追
補
に

よ
り
｢
ふ
る
さ
と
喪
失
に
よ

る
精
神
的
苦
痛
等
｣
に
対
し

支
払
わ
れ
た
が
、
再
度
指
針

を
見
直
す
必
要
性
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
　
長

　

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
被
災

地
域
に
つ
い
て
一
律
の
対
応

と
す
る
の
で
は
な
く
、
町
の

被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
の

実
施
を
国
や
東
京
電
力
に
対

し
て
求
め
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
「
東
京
電
力
福
島
第
一
、

第
二
原
子
力
発
電
所
事
故
に

よ
る
原
子
力
損
害
の
範
囲
の

判
定
等
に
関
す
る
中
間
指

針
」
は
、
原
子
力
損
害
賠
償

に
係
る
共
通
の
最
低
基
準
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
被
害
者
の
実
態

が
指
針
に
反
映
さ
れ
る
た
め

に
も
、
中
間
指
針
の
適
時
適

正
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

放
射
線
量
等

検
証
委
員
会

質
　
問

　
委
員
会
委
員
は
様
々
な
知

識
・
知
見
を
有
す
る
専
門
家

を
選
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
と
考

え
る
が
。
ま
た
、
５
回
の
会

合
で
十
分
か
。

　
さ
ら
に
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

会
場
で
の
測
定
単
位
を
変
更

し
た
理
由
は
。

町
　
長

　

委
員
会
の
構
成
は
、
工
学

系
の
専
門
家
が
３
名
、
放
射

線
防
護
、
医
療
関
係
の
専
門

家
が
２
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
開
催
回
数
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
他
町

村
の
事
例
を
踏
ま
え
て
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
委

員
会
の
議
論
の
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
は
開
催
回
数
が
変
化

す
る
場
合
も
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

管
理
し
て
い
る
内
閣
府
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
住
民
立
入

り
の
際
に
お
渡
し
し
て
い
る

個
人
線
量
計
の
測
定
単
位
は

変
更
し
て
い
な
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

羽
山
君
子
議
員

双 葉 町 の 津 波 対 策
問
答

町の津波対策としてどのような対策を考えているのか。
「双葉町津波被災地域復旧・復興事業計画」の策定によりリス
クの最小化を図るとともに、地域防災計画の見直しを進める。

放射線検証委員会の様子
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「双葉町復興町民バス見学会」を実施検討すべき
問

答

双葉町への帰還意向調査を踏まえ、判断材料提供を目的
に、「双葉町復興町民バス見学会」を実施検討すべきでは。
安全性を最大限に考慮し、検討していく。

尾
形
彰
宏
議
員

質
　
問

　
双
葉
町
へ
の
帰
還
意
向
調

査
を
踏
ま
え
、
判
断
材
料
提

供
を
目
的
に
、「
双
葉
町
復

興
町
民
バ
ス
見
学
会
」
を
実

施
検
討
す
べ
き
で
は
。

町
　
長

　

当
町
で
は
、
現
在
、
来
年

３
月
を
目
標
と
す
る
双
葉
駅

周
辺
及
び
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
の
避
難
指
示
解
除
に

向
け
て
、
工
事
車
両
が
頻
繁

に
通
行
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
帰
還
困
難
区
域
に
お
い

て
は
、
町
民
の
一
時
立
入
り

や
、
公
益
目
的
立
入
り
に

限
っ
て
立
入
り
を
認
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
に
は
、

一
定
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
２
０
２
２
年
春

の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

全
域
の
避
難
指
示
解
除
及
び

帰
町
開
始
目
標
に
向
け
て
、

現
在
の
復
興
の
取
り
組
み
状

況
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
復
興
の
進
捗
を
実
感

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
帰

町
促
進
に
向
け
て
必
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全

性
を
最
大
限
に
考
慮
し
た
う

え
で
、
今
年
度
末
の
双
葉
駅

開
業
や
、
令
和
２
年
７
月
頃

の
開
所
を
目
指
す
町
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
や
県
が
整
備
す

る
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
の
開

業
、
及
び
復
興
祈
念
公
園
の

一
部
利
用
開
始
に
合
わ
せ

て
、検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

友
好
都
市
と

ま
ち
づ
く
り
会
社

質
　
問

　
友
好
都
市
で
あ
る
京
丹
波

町
、加
須
市
と
交
流
を
行
い
、

そ
の
様
子
を
公
開
す
る
こ
と

で
、
双
葉
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら

の
企
画
を
ま
ち
づ
く
り
会
社

で
取
り
扱
っ
て
も
ら
い
た
い

が
。町

　
長

　

友
好
都
市
と
の
交
流
は
、

厳
し
い
状
況
に
あ
る
当
町
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い

大
切
な
関
係
で
あ
り
、
御
存

じ
の
通
り
、
両
自
治
体
か
ら

は
温
か
い
ご
支
援
等
を
頂
い

て
い
る
他
、
相
互
の
交
流
を

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
友
好
関
係
を
強

固
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、交
流
イ
ベ
ン
ト
を
、

避
難
指
示
解
除
後
の
町
内
に

お
い
て
実
施
す
る
こ
と
も
有

意
義
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
友
好
都
市
盟
約
を
締

結
し
て
い
る
行
政
が
担
い
手

と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
勿

論
の
こ
と
で
す
が
、
民
間
同

士
に
よ
る
交
流
も
深
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
友
好
関
係

の
更
な
る
強
化
に
資
す
る
と

考
え
て
お
り
、
ご
指
摘
を
頂

い
た
内
容
は
、
庁
内
で
検
討

を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
般

社
団
法
人
ふ
た
ば
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
伝
え
、
相
談
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

放
射
線
量
等

検
証
委
員
会

質
　
問

　
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
放
射

線
測
定
の
最
新
技
術
を
町
は

使
用
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
放
射
線
計
測
評
価
検

証
な
ど
を
「
手
順
書
」
と
し

て
情
報
公
開
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

町
　
長

　

放
射
線
量
等
検
証
委
員
会

は
、
避
難
指
示
解
除
を
目
指

し
て
い
く
う
え
で
、
町
内
の

放
射
線
量
が
十
分
低
減
し
て

い
る
か
を
町
と
し
て
確
認
す

る
た
め
に
専
門
的
な
視
点
か

ら
検
証
い
た
だ
く
目
的
に
よ

り
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
放
射
線
測
定
に
つ
い
て
の

お
質
し
で
す
が
、
現
在
、
無

人
ヘ
リ
を
使
っ
た
町
内
の
放

射
線
測
定
を
独
立
行
政
法
人

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

が
内
閣
府
な
ど
か
ら
の
委
託

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
改
め
て
ド
ロ
ー
ン
を

町
の
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
事
業
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
無
人
ヘ
リ
に
よ
る
測
定

デ
ー
タ
に
関
し
ま
し
て
は
検

証
委
員
会
に
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
提
供
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
検
証
委
員

会
で
は
、
町
内
の
放
射
線
量

等
の
検
証
に
つ
い
て
、
環
境

省
に
よ
る
除
染
後
の
放
射
線

量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
な

ど
を
も
と
に
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、「
手
順
書
」
と
し

て
予
め
情
報
公
開
す
る
こ
と

に
つ
い
て
の
お
質
し
で
す

が
、
こ
の
検
証
委
員
会
で
の

議
事
内
容
と
資
料
、
そ
し
て

中
間
報
告
や
最
終
報
告
に
つ

い
て
は
、
会
議
後
に
町
公
式

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
通
じ
て
公
表
す

る
こ
と
で
、
議
論
の
過
程
の

透
明
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

京丹波町との交流の様子
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菅
野
博
紀
議
員

生 活 サ ポ ー ト 補 助 金
問

答

大熊町では残り７年間を一括支払いするとのことだ
が、国・大熊町・当町の話し合いについて問う。
協議の結果、中間貯蔵施設整備等影響緩和交付金基金からの交付
の場合、単年度で１０万円を超える交付できないとの回答を得た。

質
　
問

　
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
に

つ
い
て
大
熊
町
で
は
残
り
７

年
間
を
一
括
支
払
い
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
国・大
熊
町・

当
町
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

問
う
。

町
　
長

　

昨
年
、
大
熊
町
と
と
も
に

環
境
省
と
の
協
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
環
境
省
か
ら
は
、

単
年
度
で
10
万
円
を
超
え
る

交
付
は
不
可
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
大
熊

町
で
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
整

備
等
影
響
緩
和
交
付
金
基
金

か
ら
の
交
付
を
と
り
や
め
、

町
独
自
の
制
度
「
大
熊
町
生

活
再
建
促
進
交
付
金
事
業
」

を
新
設
し
た
も
の
で
す
。

　

当
町
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
一
般
財
源
で
の
一
括
交

付
は
行
わ
ず
、
今
後
も
生
活

サ
ポ
ー
ト
補
助
金
を
活
用

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

再
建
の
下
支
え
と
し
て
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

補
償
賠
償

質
　
問

　
避
難
生
活
が
続
い
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
補
償
賠
償
は

終
わ
っ
て
い
る
。
町
民
の
復

興
に
つ
い
て
の
考
え
を
問

う
。町

　
長

　

こ
れ
ま
で
も
町
の
特
殊
な

事
情
を
十
分
認
識
し
、
被
災

地
域
に
つ
い
て
一
律
の
対
応

と
す
る
の
で
は
な
く
、
町
の

被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
の

実
施
や
、
必
要
な
生
活
再
建

支
援
の
充
実
、
継
続
を
図
る

よ
う
、
国
や
東
京
電
力
に
対

し
て
求
め
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
目
に
見
え
る
形
で

町
の
復
興
を
町
民
の
皆
様
に

お
示
し
す
る
た
め
に
も
、
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の

除
染
、
働
く
場
や
、
新
た
な

生
活
の
場
の
確
保
な
ど
、
帰

還
が
可
能
と
な
る
環
境
の
整

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、そ
れ
に
よ
っ
て
も「
町

民
の
復
興
」
を
実
現
さ
せ
る

考
え
で
す
。

双
葉
町
の
財
源

質
　
問

　
双
葉
町
の
将
来
に
お
け
る

財
源
確
保
に
つ
い
て
行
政
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

町
　
長

　

町
で
は
議
会
と
と
も
に
復

興
庁
廃
止
後
に
お
け
る
後
継

組
織
の
設
置
と
合
わ
せ
、
長

期
的
な
復
興
財
源
の
確
保
を

国
に
強
く
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
財
政
計
画
の
取
り

組
み
と
し
て
、
昨
年
度
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

し
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
復

興
事
業
を
始
め
、
経
常
的
経

費
に
つ
い
て
も
必
要
財
源
の

把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
５
年

後
10
年
後
の
財
政
運
営
を
見

据
え
た
中
長
期
財
政
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
た
め
、
総

務
課
財
政
係
を
財
政
計
画
係

と
財
政
管
理
係
の
二
係
制
に

す
る
と
と
も
に
、
財
政
担
当

者
を
３
名
体
制
と
す
る
組
織

強
化
を
図
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
町
で
は
、
中
野
地

区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
企
業

立
地
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
企
業
事
務
所
や

企
業
就
労
者
等
の
増
加
に
よ

り
、
税
収
を
確
保
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
財
源
の
確
保
と
事

務
事
業
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
ハ
ー
ド
事
業
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
見
据
え
、
将

来
の
財
政
運
営
の
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
な
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

双
葉
中
学
校

質
　
問

　
双
葉
中
学
校
で
は
課
題
や

問
題
が
な
い
か
伺
う
。

教
育
長

　

双
葉
町
立
双
葉
中
学
校
に

お
い
て
問
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
事
案
は
、
不
登
校

生
が
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

自
己
実
現
・
進
路
実
現
に

向
け
て
、
計
画
的
な
指
導
助

言
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が

問
題
で
あ
り
、
学
校
側
と
も

協
議
の
う
え
組
織
的
な
対
応

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
担
任
及
び
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
軸
と
し

た
保
護
者
と
の
面
談
の
実

施
。

　

次
に
学
校
長
と
担
任
に
よ

る
家
庭
訪
問
の
実
施
。

　

さ
ら
に
学
校
長
と
町
保
健

師
に
よ
る
家
庭
訪
問
の
実

施
。

　

こ
れ
ら
を
繰
り
返
し
実
践

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
良

い
方
向
に
向
か
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

生
徒
の
気
持
ち
が
学
校
に

向
く
よ
う
、
引
き
続
き
関
係

機
関
と
さ
ら
に
連
携
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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問

答

石
田　

翼
議
員

町民が町の復興・帰還に関心を持ち、それに関わっ
ていくためのまちづくりの構想を問う。
町民一人一人の生活再建の実現や、町民のきずなの維持・発展、
ふるさとへの思いをつなぐ取り組みを行う。

質
　
問

　

除
染
や
イ
ン
フ
ラ
事
業

等
、
ハ
ー
ド
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
世
代
を
超
え

た
町
民
の
絆
と
帰
属
意
識
を

促
す
た
め
、
ソ
フ
ト
面
の
構

想
も
進
め
る
べ
き
。
町
民
が

町
の
復
興
・
帰
還
に
関
心
を

持
ち
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い

く
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
の
構

想
を
問
う
。

町
　
長

　

双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
第
二
次
）
に
お
き
ま

し
て
は
、「
町
民
一
人
一
人

の
復
興
と
町
の
復
興
を
め
ざ

し
て
」
と
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
ハ
ー
ド
面
で
の
各
種

取
り
組
み
の
み
な
ら
ず
、
町

民
一
人
一
人
の
生
活
再
建
の

実
現
や
、
町
民
の
き
ず
な
の

維
持
・
発
展
、
ふ
る
さ
と
へ

の
思
い
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
町
民
の
交
流

機
会
の
確
保
や
、
町
か
ら
の

情
報
提
供
の
充
実
、
次
世
代

の
育
成
、教
育
環
境
の
充
実
、

双
葉
町
の
歴
史
・
伝
統
・
文

化
の
記
録
と
継
承
等
の
取
り

組
み
を
掲
げ
、
実
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
双
葉
町
住
民

意
向
調
査
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
回
答
い
た
だ
い
た
方
の

う
ち
、
戻
り
た
い
と
考
え
て

い
る
方
は
10
・
８
％
に
留

ま
っ
た
も
の
の
、
ま
だ
判
断

が
つ
か
な
い
方
、
戻
ら
な
い

と
決
め
て
い
る
と
回
答
さ
れ

た
方
で
あ
っ
て
も
、66
・
１
％

の
方
が
、
双
葉
町
と
の
つ
な

が
り
を
保
ち
た
い
と
回
答
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
上

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
町
へ
の
帰
属

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

基
金
の
創
設

質
　
問

　
今
後
、
町
民
の
健
康
を
守

る
た
め
、
ま
た
原
発
事
故
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

町
独
自
に
健
康
に
寄
与
す
る

よ
う
な
基
金
等
を
創
設
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

は
。町

　
長

　

本
町
で
は
平
成
30
年
３
月

に
健
康
的
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
の
実
現
を
目
的
と
し

て
「
健
康
ふ
た
ば
21
計
画
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
本

計
画
で
は
、「
生
活
習
慣
病

の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

の
徹
底
」「
次
世
代
と
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
」「
生
活

習
慣
及
び
社
会
環
境
の
改

善
」「
放
射
線
に
対
す
る
健

康
管
理
の
推
進
」
を
柱
に
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
現
在
、
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

「
放
射
線
に
対
す
る
健
康
管

理
の
推
進
」
に
お
い
て
は
、

長
期
的
な
健
康
管
理
体
制
を

確
保
す
る
た
め
、
福
島
県
と

県
立
医
科
大
学
が
実
施
す
る

県
民
健
康
調
査
と
の
連
携
、

町
独
自
で
行
っ
て
い
る
甲
状

腺
検
査
や
内
部
被
ば
く
検
査

等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
等
の
創
設
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
町
が
実
施

す
る
甲
状
腺
検
査
や
内
部
被

ば
く
検
査
等
に
つ
い
て
は
、

財
源
と
し
て
国
か
ら
の
福
島

再
生
加
速
化
交
付
金
を
充
当

し
て
き
ま
し
た
が
、
交
付
金

が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
不
確

定
で
あ
り
ま
す
。
交
付
金
の

継
続
に
つ
い
て
は
国
へ
要
望

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
今
後

10
年
先
20
年
先
を
見
据
え
、

基
金
化
も
含
め
た
財
源
確
保

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

復興再生と町民の絆と帰属意識について

住民意向調査の結果比較表
＜調査項目＞
　�双葉町との ＂つながり＂ を保ちたいと思い

ますか。
＜調査対象者＞
　�双葉町への帰還について、調査時点でまだ

判断できない方、戻らないと決めている方

66.1

58.3

58.5

25.6

26.0

7.0

4.5

6.2

27.7

3.9

11.5

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30

H28

H26 そう思う

そう思わない

分からない

無回答
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高
萩
文
孝
議
員

帰 町 計 画 に つ い て
問

答

２０２２年春の帰還開始に向け、２０２０年冬頃に帰町計画
を定めることとされているが、どのような計画なのか。
生活環境を整備していく段階における施策展開の整理や魅力
的なまちづくりにしていくための意欲的な戦略づくりを行う。

質
　
問

　
昨
年
示
さ
れ
た
「
避
難
指

示
解
除
に
関
す
る
考
え
方
」

に
お
い
て
、
帰
町
計
画
を
定

め
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
計
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
の
か
。

町
　
長

　

避
難
指
示
解
除
と
居
住
開

始
を
目
指
す
う
え
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
帰
還
を
促
し
、

町
に
賑
わ
い
を
み
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
大
事
で
あ
り
、

そ
れ
が
帰
町
計
画
の
基
本
と

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

計
画
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は

生
活
環
境
整
備
段
階
に
お
け

る
施
策
展
開
の
整
理
や
、
段

階
的
な
帰
還
を
想
定
し
な
が

ら
、
双
葉
町
に
住
ん
で
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
特
色
や
高
い
付
加
価
値

を
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
し

て
い
く
た
め
の
意
欲
的
な
戦

略
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

公
共
施
設
の
方
向
性

質
　
問

　
帰
還
開
始
に
向
け
、
役
場

な
ど
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
は
。

町
　
長

　

役
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
０
２
０
年
春
を
目
標
と
す

る
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

及
び
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
等
の

一
部
区
域
の
避
難
指
示
解
除

に
合
わ
せ
、
双
葉
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
一

部
業
務
再
開
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
本
庁
舎
の
被

害
判
定
は
、
半
壊
と
な
っ
て

お
り
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の

構
想
と
の
整
合
も
図
り
な
が

ら
、
帰
還
さ
れ
る
町
民
の
皆

様
が
利
用
し
や
す
い
場
所
で

業
務
を
再
開
す
る
こ
と
を
念

頭
に
、
役
場
機
能
の
あ
り
方

を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　

次
に
、
他
の
公
共
施
設
の

検
討
状
況
で
す
が
、
公
共
施

設
の
主
な
被
害
判
定
結
果
は
、

半
壊
が
図
書
館
、
歴
史
民
俗

資
料
館
な
ど
、
ま
た
、
一
部

損
壊
が
総
合
保
健
福
祉
施
設

な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
今
回
の
判
定
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
再
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
役
場
や

他
の
公
共
施
設
な
ど
の
あ
り

方
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
秋

に
お
示
し
で
き
る
よ
う
早
急

に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

解
体
・
除
染
の
進
捗
状
況

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

質
　
問

　
二
〇
二
〇
年
春
の
避
難
指

示
一
部
先
行
解
除
と
規
制
緩

和
、
二
〇
二
二
年
の
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指

示
解
除
に
向
け
た
解
体
・
除

染
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

町
　
長

　

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

及
び
駅
西
側
地
区
に
つ
き
ま

し
て
は
既
に
除
染
が
完
了
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
い
わ

ゆ
る
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
沿
い

の
解
体
及
び
除
染
は
概
ね
完

了
、
双
葉
駅
東
側
は
約
５
割

の
区
域
で
解
体
及
び
除
染
が

完
了
し
、
今
年
か
ら
は
、
新

た
に
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
周
辺

の
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

全
域
で
解
体
及
び
除
染
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
権
者
の

同
意
が
得
ら
れ
た
箇
所
か
ら

順
次
解
体
及
び
除
染
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
周

辺
の
解
体
及
び
除
染
を
優
先

的
に
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、

２
０
２
２
年
春
に
向
け
て
は
、

当
該
区
域
全
域
の
解
体
及
び

除
染
が
完
了
す
る
よ
う
作
業

を
進
め
て
い
く
方
針
が
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

検
証
委
員
会

質
　
問

　
放
射
線
量
等
評
価
検
証
委

員
会
の
議
論
の
内
容
や
課

題
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
伺
う
。

町
　
長

　

４
月
23
日
に
第
１
回
の
検

証
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
会
議

の
前
段
で
、
町
内
を
視
察
し
、

双
葉
町
の
現
状
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
双
葉
町

の
復
興
復
旧
な
ど
町
の
取
り

組
み
状
況
や
、
町
内
の
除
染

前
後
の
放
射
線
量
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
委
員
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
解
除
時
の
状

況
や
、
除
染
前
後
の
線
量
等
、

そ
し
て
今
後
の
進
め
方
な
ど

を
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
２
回
目
の
検
証

委
員
会
を
６
月
５
日
に
開
催

し
、
除
染
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
放
射
線
防
護
策
に
関
す
る

取
り
組
み
、
そ
し
て
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
議
論
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
面
的
に
線
量
が

高
い
区
域
の
状
況
や
、
放
射

線
防
護
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
検
証

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
時
点
で
８
月
ご

ろ
に
中
間
報
告
、
10
月
ご
ろ

ま
で
に
は
最
終
報
告
を
提
出

い
た
だ
け
る
予
定
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
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佐々木議長
　今回の視察研修において、京丹波町議会篠
塚議長はじめ、16名の議員の皆さまと意見交
換をいたしました。
　また、東日本大震災時に頂いた数々の支援、
さらには東日本大震災から８年が経過する
中、双葉町への視察、さらには子どもたちの
交流など幅ひろく支援をいただき、深く感謝
を申し上げてまいりました。
　今後も友好を続けていくことを京丹波町議
会議長と約束を交わしてまいりました。

清川議員
　今回の視察研修では京丹波町議会と双葉町
の現状と今後の復興課題や京丹波町の現状報
告などの意見交換を行い、両町の末永い交流
を希望しました。
　人と未来防災センターでは阪神・淡路大震
災の映像や模型などを見学し、今後の双葉町
のアーカイブ施設等の参考となる施設だと確
認しました。

石田議員
　京丹波町では合併後最大の機構改革を踏ま
え、新庁舎の建設が行われていました。住民
自治のまちづくりの理念に基づき、行政、議
会が共に住民サービスの向上に取り組まれて
いました。
　なかでも特に女性議員の活躍が素晴らしい
と感じました。

岩本副議長
　京丹波町の地域熱供給施設や開業４年とな
る道の駅「味夢の里」などを視察し、京丹波
町３町合併はそれぞれの地域の特色を生か
し、人と人とのつながりが強化されていると
伺いました。双葉町も豊かな自然を再生し、
人のつながりを大切にする新たな町を創造し
なければならないと感じました。

菅野議員
　阪神・淡路大震災記念「人と防災未来セン
ター」を視察し、地震の凄まじさを感じると
共にこの体験を後世に伝える大切な施設であ
ると思いました。
　京丹波町議会との意見交換会では今後の支
援について温かい言葉をいただき、感謝の気
持ちでいっぱいになりました。

羽山議員
　京丹波町のバイオマス施設や府立丹波自然
運動公園などを視察し、子どもたちとトップ
アスリートの交流事業について説明を受け、
夢を持つことの大切さを改めて感じました。
　また人と防災未来センターでは私たちは災
害と隣り合わせであることを再認識いたしま
した。

尾形議員
　この研修で双葉町に建設予定である産業交
流センターにおいて京丹波町の特産物を販売
すること、Ｊ－ヴィレッジにおける両町の子
ども交流事業の実施など経済的・教育的交流
の必要性について考えさせられました。

京丹波町議会等行政視察～参加者レポート～
　５月８日～10日、京丹波町議会等行政視察を実施いたしました。５月８日は阪神・淡路大震災の教
訓伝える「人と防災未来センター」を視察し、防災・減災について研修を行いました。５月９日～10
日は友好町である京丹波町議会を訪問し、東日本大震災及び原子力事故の影響による避難に際し、多
大なるご支援をいただきましたことに感謝を申し上げるとともに、双葉町における被災の現状や復興
への課題などについて意見交換を行いました。参加した議員の所感（要約）は次のとおりです。
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令
和
と
い
う
新
し
い
年
号
を
迎
え
、
皆
様

方
も
気
持
ち
新
た
に
お
過
ご
し
の
と
こ
ろ
と

思
い
ま
す
。

　

編
集
委
員
会
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
令
和

初
め
て
の
６
月
定
例
会
を
中
心
に
議
会
だ
よ

り
第
１
２
８
号
を
委
員
一
致
団
結
し
て
作
成

し
ま
し
た
。

　

是
非
と
も
、
ご
一
読
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
萩
）

【
編
集
委
員
会
】

委
員
長　
　

尾
形　

彰
宏

　

副
委
員
長　
　

高
萩　

文
孝

　

委　
　

員　
　

岩
本　

久
人

　

委　
　

員　
　

石
田　
　

翼

編
集
後
記

６　

月

３
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

双
葉
地
方
議
会
議
長
・
事
務
局
長
合
同
会
議

４
日　

中
野
地
区
企
業
立
地
協
定
締
結
式

７
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会

８
日　

第
６
回
双
葉
町
民
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

11
日　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
特
急
運
行
要
望
活
動

12
日
～
13
日　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会

14
日　

双
葉
町
中
央
省
庁
要
望
活
動

18
日　

�

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会　

東
北
地
方
整
備
局
要
望
活
動

24
日
～
25
日　

�

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会　

中
央
省
庁
要
望
活
動

28
日　

双
葉
町
観
光
協
会
総
会

７　

月

４
日　

浪
江
地
区
防
犯
団
体
連
合
会
総
会

７
日　

双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

９
日　

町
立
学
校　

防
犯
ス
プ
レ
ー
贈
呈
式

15
日　

標
葉
郷
騎
馬
会
出
陣
式

16
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会

17
日　

相
馬
港
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

24
日　

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
総
会

８　

月

３
日　

県
中
地
区
自
治
会　

盆
踊
り
大
会

７
日　

第
２
回
議
会
臨
時
会

８
日　

第
12
回
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　

第
１
回
実
行
委
員
会

21
日　

福
島
県
町
村
議
会
正
副
議
長
・
事
務
局
長
研
修

22
日　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

30
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

議
会
の
う
ご
き

◆ 町村議会議員20年以上在職
　 佐々木清一議長
　令和元年度福島
県町村議会議長会
総会において、特
別功労者として表
彰を受けられまし
た。

◆ 工事請負契約の締結について
　→原案可決

　道路橋梁整備に伴う下水道施設支障
　物件移設工事

令和元年５月22日
郡山市「ビッグパレットふくしま」に
おいて、県内議会広報編集委員を対象
とした研修会が行われました。

◆福島県町村議会議長会表彰◆ ◆第２回臨時会　８月７日◆

◆福島県町村議会広報研修会◆


